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減圧弁室及び室内配管　標準図：Case1

＜直列2基・分割配置の場合＞
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※　LW2：作業スペースが確保できる寸法とする。（600mm以上）

※　圧力スイッチ（圧力低下用）は、下流側の減圧弁にのみ設置する。

※　足掛金物の材質のSUS304同等とは、ポリプロピレン被覆等の防錆処理を施したものとする。
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圧力スイッチ(圧力上昇・圧力低下用）

圧力スイッチ（圧力低下用）は、下流側の減圧弁のみ設置し、故障信号を通報する。

※　圧力スイッチ（圧力上昇用）は、上下流の2基とも設置し、故障信号は1本に集約して通報する。

※　ボックスは、レジコン製とし内空の必要容量は配管寸法を基に最小値を採用する。

（設計上の採用寸法の基準については、水道局の指示による。）

※　メーカー毎に異なる寸法は参考値とする。
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防錆処理を施したものとする。

※　圧力スイッチ（圧力低下用）は、下流側の減圧弁にのみ設置する。

※　LW2：作業スペースが確保できる寸法とする。（600mm以上）
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（設計上の採用寸法の基準については、水道局の指示による。）

※　ボックスは、レジコン製とし内空の必要容量は配管寸法を基に最小値を採用する。

※　伸縮継手の配置は、維持管理の上で問題が無ければ本標準によらなくても良い。

圧力スイッチ（圧力低下用）は、下流側の減圧弁のみ設置し、故障信号を通報する。

※　圧力スイッチ（圧力上昇用）は、上下流の2基とも設置し、故障信号は1本に集約して通報する。

※　メーカー毎に異なる寸法は参考値とする。


